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研究要旨 
 
 Breast awareness（ブレスト・アウェアネス）は乳がん健康教育の観点から重要な概念で、情報提供におい
て必要不可欠なコンテンツである。ブレスト・アウェアネスについての文献検索を行い、世界の現状と動向の
把握並びに日本の課題を整理した。 
 
 
Ａ．研究目的 
ブレスト・アウェアネスについての文献検索を行
い、世界の現状と動向の把握並びに日本の課題を
整理する。 
 
Ｂ．研究方法 
ブレスト・アウェアネスについての文献検索を行
った。わが国におけるブレスト・アウェアネスの
認知度と理解度についての実態調査を目的として
医師と乳がん検診受診者にアンケート調査を施行
した。 
 
（倫理面への配慮） 
アンケートの実施においては、IRB の承認を得て、
十分な倫理面に配慮して実施した。 
 
Ｃ．研究結果 
自覚症状のある乳癌の早期診断は，その乳癌患者
の予後と生存率を改善させる。そのためには，乳
癌の初期症状を早く自覚して速やかに医師を受診
するという乳房の健康教育であるブレスト・アウ
ェアネスの普及が重要であり，この方策が確実に
進行乳癌の減少をもたらす。ブレスト・アウェア
ネスは，乳房を意識した生活習慣を通して，乳房
に変化を感じたら（乳癌の初期症状を早く自覚す
る）速やかに医師を受診するという正しい保健医
療行動をとるための健康教育であり，乳がん検診
の理解とその受診勧奨を目的とした啓発活動であ
る。ブレスト・アウェアネスを実践することで，
マンモグラフィ偽陰性の場合でも，早期に乳癌を
発見し速やかに診断と治療が可能となる。つまり，
ブレスト・アウェアネスの普及が，対策型乳がん
検診の高濃度乳房問題に対する具体的な対応策の
一つである。さらにブレスト・アウェアネスの推
奨は，若年性乳癌の早期発見のための具体的な方
策にもなる。ブレスト・アウェアネスは乳がん教

育を実践するための具体的なキーワードであり，
これから教育現場で行われるがん教育でも積極的
に取り入れられるべき内容と思われる。ブレス
ト・アウェアネスの普及に器機の整備や購入の必
要性はないので，その体制を整えることは比較的
容易であり，速やかに全国一律で実施することが
可能である。 
 
Ｅ．結論 
ブレスト・アウェアネスは，効率的かつ効果的な
乳癌対策であり，乳がん検診と並ぶもう一つの乳
癌医療政策の柱として，わが国も積極的に導入す
べきである。 
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